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生体外で血管付き立体組織を高速かつ高密度に形成する技術は、再生医療のみならず幅広い分野
で注目されている。特に最近では、微細加工を中心としたモノづくりという視点でユニークな組
織形成技術が提案されている。ここでは、我が国の得意とするマイクロデバイス技術を利用した

立体組織形成技術を研究室の事例を中心に紹介するとともに、それらの技術の応用可能性、課題
などを議論する。 
たとえば、微小な流路を用いて作製したハイドロゲルのファイバ内に、細胞を 3次元的に培養

する方法について取り上げる。ファイバはコアシェル型の形態を所持しており、コアは細胞や細
胞外マトリックス、シェルはアルギン酸カルシウムから構成される。コア直径は 100ミクロン程
度であり、内部の 3次元組織に養分を拡散によって供給できるため、中心壊死することなく、長

期間の培養することができる。これにより、血管、神経、筋肉などのファイバ状の組織を細長く
形成できたり、それら異種組織が結合された構造体もできるようになってきた。また、ファイバ
を編んだり巻いたりすることにより高次の組織を形成できることが分かった。さらに、膵島細胞
などをファイバに内包すれば、糖尿病治療に有効な低侵襲の移植片として使えることも分かって
きた。講演では、これら細胞ファイバの最近の成果について概説するとともにその応用可能性に
ついても触れる。 
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